
 

10/12(木)、第１学年の生徒を対象に進路講演会を開催しました。今年度は、卒業生のお二方(27・37 回生)が

講演してくださいました。現在一年生は文型・理型のどちらに進むかを考えている時期です。「氷が解けると●

●になる」に当てはまる言葉を考えたり、花火の写真を見て何を感じたりするかなど、生徒が自分ごととして

考えやすい話題から、文理の選び方をお話しいただきました。また、生徒自身がもつ「まだ将来の夢、決まって

ないんだけど・・・。」という悩みに寄り添って、現在の職業に就くまでの経緯や実際の就職活動で考えたこと、

実際に働く中で感じた苦労ややりがいなどのお話もあり、 

とても有意義な時間となりました。 

生徒の感想（抜粋） 

・理型と文型の感じ方の違いについて話していて、その話で僕が理型だということが確信できたのでよかった。 

・自分のことについてもっと知らなければと思った。 

・自分の好きなことを仕事にするなんて一部の人しかできないことだと思っていたけど、案外難しいことではない

し、逆に「好きなこと」じゃないと仕事は続けられないなと感じた。 

・意外と高校の時から将来のことを決めているほうが少なく、焦って決める必要がないことがわかった。 

・自分の将来のためにたくさん学ぼうと思った。 

・今興味のある職業についてもっと詳しく調べたり、自分が知らない他の職業についてももっと調べたいと思った。 

・目標が決まるとそれに向かった行動も具体的に決まってくるのかなと思った。 

進路講演会を開催！


